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は じ め に  

 

 

 わたくしたち「湯之谷温泉郷・尾瀬ルート活性化委員会」は多くの

皆様と県魚沼地域振興局、魚沼市の協力を得て地域活性化を目的に活

動し、18 年 8 月の結成以来３年度が経過するところです。  
  
 今年度は、 もてなしの研究のために宿泊者アンケートの実施や郷

土料理研究会と外国人受入接遇講習会を開催し、 また 観光関係者

や地域の人が魚沼の魅力を再認識し語れるようになるために天地人

を題材とする講談会の開催や湯之谷検定の問題集作成と検定を実施

しました。 加えて 市・県内外の参加者の尾瀬ツアー実施と尾瀬来

訪者アンケートにより尾瀬行き早朝便を増便することができました。 
 これまでは「魚沼から行く尾瀬ルート」の魅力を内外に PR し、尾

瀬来訪者数を増やすことはできましたが、今後は早朝便増便の実現を

活かし、湯之谷温泉郷への日帰り宿泊の誘客数増加を目指す戦略を展

開します。あわせて、自然環境を考える事業も実施したいと思います。 
 このためには、メンバーの団結はもとよりこれまで以上に皆様のご

理解とご協力が必要です。継続は力なりを実践し次年度も活動してま

いります。  
 
 さいごに今年度の活動にご指導ご協力をいただきました皆様に、厚

く御礼申し上げますとともに、今後とも一層のご支援を賜りますよう

お願い申し上げます。  

  

 

平成 2１年 3 月        

 

         湯之谷温泉郷・尾瀬ルート活性化委員会  

         会 長  富 永 三千敏  



１．委員会体制          

 
                             

委  員  会 

  

 

１委員会４部会 

     会  長  富永三千敏  （折立地区温泉組合） 

     副  会  長  桜井   修  （大湯栃尾又旅館協同組合）

     事務局長  上重   哲  （奥只見旅館飲食店組合） 

     委  員  富永   修  （おりたて振興組合） 

     上重  礼子  （銀山平キャンプ場組合） 

  渡辺   隆  （魚沼市地域振興課） 

                    桑原  修三  （魚沼地域振興局企画振興部） 
                                          
                             
   【部会名】                    【事業目的】 
                             
ＰＲ・  景  観  部  会 尾瀬への玄関口として湯之谷温泉郷の認知度を高める。 

湯之谷地域らしい景観の再発見と再現。 
                             
体 験 交 流  部  会  市内マレットゴルフ人口の拡大と技術の向上。 

外国人受入の交流による地域活性の基盤づくり。 
                             
再 発 見 部 会 魚沼の歴史風土の資料収集と検定問題集の作成。 

魅力豊かな湯之谷温泉郷をＰＲする。 
                             
食  彩    部   会 魚沼の豊かな食材の利用促進や名物料理の開発研

究により「食」をとおした活性化を考える。 
                             
尾瀬ルート活用推進委員会  魚沼から行く尾瀬ルートの情報と魅力を発信し、観

光商品の企画販売により誘客促進戦略を構築し活
性化を図る。 

 
 
 

◇尾瀬ルート活用推進委員会の構成 
 
  委員長     桜井 修 

 大湯地区 折立地区 奥 只 見

銀山地区

観光協会 他団体  魚沼地域 
 振興局 

魚沼市 

尾瀬ルー 

ト活用推 

進委員会 

委員長 

桜井 修 

 

富永三千敏 

 

上重 哲

 

桑原幸子

佐藤美雪

清水正人
(奥 只 見 観 光 )

大平 明 

関 良則 

 

桑原修三 

上村千博 

 

富永勝巳

小林弘明

 
 



◇部会の構成 
  

 
部会名 

 

 

部会長 

 

大湯栃尾又温泉 
旅館協同組合 

 

奥只見旅館飲食

店組合 
銀山平キャンプ

場組合 

折立地区温泉

組合 
おりたて振興

組合 

 
他団体 

地域支援員 

 
魚沼地域 
振興局 

 

魚沼市 

 

 
ＰＲ景観 

 

星 雅彦 

（星 雅彦） 
桜井 修 

 

星 隼人 

 
富永三千

敏 

関 良則 

今井正樹 

渡辺 明 

 

土田研一 

青山春彦

佐藤 豊

 
再  発 見 

 

桜井伸明 

 
（桜井伸明） 

上重 哲 

上重 康 

 
富永三千

敏 

関 良則 

今井正樹 

渡辺 明 

 

水落幸夫 

 

 
体験交流 

 

富永 修 

  

星 直樹 

（富永 

修） 
星 安

信 

関 良則 

今井正樹 

渡辺 明 

 

丸山雄也 

 

 
食 彩 

      
上重礼子 

      
三友敦之 

       
（上重礼子）

富永三千

敏 
星 健太

郎 

関 良則 

今井正樹 

渡辺 明 

大桃久子 

森山 亨 

 

加藤理恵 

広井美智子

星 裕美

 
JA橋本賢一

                                                          
 
 

２．予算概要 （当初予算） 
 収入 

項 目 予 算 備  考 

負担金 

    地域団体 

    魚沼地域振興局 

震災復興基金 

    復興デザイン策定支援事業 

    復興デザイン先導支援事業 

 

1,000,000
1,000,000

 

4,250,000
1,480,000

 

 

 

 

  

合 計 7,730,000  

 

 支出            
項 目 小計 個別予算 備  考 

ＰＲ景観 

    マップ、DVD活用他 

    写真コンテスト 

    フリーペーパー発行 

    温泉街景観整備 

    HPによる活動報告 

1650,000 
300,000
450,000
300,000
500,000
100,000

 

  旅行業者等訪問調査 

体験交流 

    MG講習会、大会 

    体験型観光交流の研究 

    外国人受入接遇研究 

    景観整備 

800,000  
200,000
100,000
100,000
400,000

 

                                           
 

 



 
 

再発見 

    魚沼の風土資料作成 

    市民大学自然学習参加 

    歴史再発見講習会 

732,500 
 500,000

132,500
 100,000

 

食彩 

    地元食材利用促進WS 
    料理研究会 

    先進地視察 

    特産品加工販売視察 

    飲食店旅館顧客ニーズ調査 

530,000  
50,000

100,000
265,000

65,000
50,000

 

尾瀬ルート 

    尾瀬ルート開通イベント 

    国際シンポジウム参加 

    夏の雪まつり 

    自然公園ふれあい全国大会 

    豊かな海作り大会 

    尾瀬研修 

    魚沼から行く尾瀬PR費 

1,730,000 
700,000

90,000
100,000
185,000

55,000
200,000
400,000

 

ごっつぉパーティーと尾瀬ツア

ー 

交流、情報収集 

アンケート調査 

デザイン策定業務他 

    デザイン策定業務 

    事業報告会 

    事務費他 

2,287,500  
2,100,000

150,000
37,500

 

合 計 7,730,000  

 



３．各部会報告書 
 

 委員会名・部会名  ＰＲ・景観部会  

事業目的  
1. 湯之谷温泉郷や尾瀬をＰＲし、尾瀬への玄関口としての認知度を高める。

2. 湯之谷地域らしい景観の再発見と再現。 

事業実施概要  
1. ワークショップによる景観・ＰＲの検討。 

4 月から 17 回開催。塀づくり。ベンチ設置。参加者 5～10 名。 

2. 写真コンテストの魚沼市観光協会との共同開催。 

入賞作品を使用したカレンダー作成。 

3. 尾瀬ドライブマップ、ビューポイントマップおよびＰＲ用ＤＶＤの利活用。

旅行事業者（クラブツーリズム等）、各宿泊施設等に配布。 

4. ワークショップによるフリーペーパーの作成。 

湯之谷温泉郷の日常の紹介。 

5. 活性化委員会ホームページのリニューアル。 

6. 湯之谷温泉郷宿泊客アンケート。 

事業成果  
1. ワークショップの参加者で、塀を製作、設置することで、地域の一体感を

醸成し、景観の向上に寄与した。また、既存の街並みベンチを好ましい

景観がよく見える視点場に置き、景観の向上に寄与した。 

2. 写真コンテストにより、湯之谷温泉郷から尾瀬へのルートの景観の良さが

アピールできた。 

3. 尾瀬ドライブマップ、ビューポイントマップおよびＰＲ用ＤＶＤは、旅行

事業者（クラブツーリズム等）、各宿泊施設等に配布し、湯之谷温泉郷

・尾瀬のＰＲとなった。 

4. ワークショップによるフリーペーパーの作成は９月に第２号を、１２月に

第３号を発行した。地域の一体感を醸成し湯之谷温泉郷のＰＲとなった。

5. 自由度の高いページを作成することにより、活性化委員会の活動、湯之谷

温泉郷・尾瀬をＰＲできた。 

6. 宿泊客のニーズを明らかにすることにより、次年度新たな企画を立案し実

行する。 

 

 



推進上の問題点・課題  
1. ワークショップの枠組については、現在の活動（景観づくり、フリーペー

パー）に即した形にし、地元、大湯温泉の人の参加が増えるよう検討す

る。 

2. 景観整備の重要性についての認識を深め、実行する。 

3. 市内県内はもとより首都圏でのＰＲに重点を置く。 

 

次年度の取組について  
1. 誘客促進等地域外に向けた取組 

① 宿泊客のニーズを踏まえ、首都圏でのＰＲを行う。  

 

 

2. 顧客に対するもてなし等地域内の取組 

 （地域アメニティや資源の活用、及び食等湯之谷温泉郷の売りの取組）  
① 縁めぐり券の活用の推進。  

② 大湯温泉を初めとした湯之谷温泉郷の景観向上。  

③ 写真コンテストの魚沼市観光協会との共同開催。  

④ ワークショップによるフリーペーパーの作成。  

⑤ 宿泊客のニーズを踏まえたＰＲ手法の検討。  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 




